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論文の内容の要旨・論文審査の結果の報告 

 

 膵外分泌機能検査法としては、従来、セクレチン試験など膵液を採取して分析する直接法が標準

法として用いられてきたが、現在日本ではセクレチンの入手が困難なためほとんど実施されていな

い。また、膵液を採取せずに間接的に膵外分泌機能を測定する簡易膵外分泌機能検査として BT-PABA

試験や便中キモトリプシン試験などがあるが、いずれも精度や煩雑性の点で十分といえない。一方、

近年、非造影MRIを用いて非侵襲的に生理的な膵液の流れを可視化する技術が開発された。そこで、

本研究では、本方法を膵外分泌機能検査に応用し、その有用性を評価している。 

 対象は慢性膵炎患者 10 例と腹部病変の既往のないボランティア 10 例である。MRI による膵外分

泌機能検査には、空間選択的反転回復パルスを併用したシネダイナミック MRCP を用いた。膵液排

泄動態を撮像した連続 MRCP 画像から、膵液の膵管内出現頻度と膵管内移動距離を求め、膵外分泌

機能の指標とした。比較には BT-PABA試験の尿中 PABA排泄率を用いた。シネダイナミック MRCPに

よる膵液の出現頻度と移動距離はいずれも尿中 PABA 排泄率と有意な正の相関を示した。また、い

ずれの指標も、慢性膵炎患者の方が健常ボランティアよりも有意な低値を示した。さらに、慢性膵

炎の 1 症例では、尿中 PABA 排泄率が健常ボランティアの平均値より高値を示したのに対し、シネ

ダイナミック MRCPによる 2つの指標は低値を示した。 

 以上の結果から、今回検討したシネダイナミック MRCPによる膵液分泌動態の評価法は、BT-PABA

試験とよく相関することが示された。また、慢性膵炎と正常例との識別能においても、BT-PABA 試

験と同等以上の結果が示され、新たな膵外分泌機能検査としての有用性が示唆された。 



学位審査会（最終試験）の結果の要旨  

  

 学位審査会では、スライドを用いて本研究を実施するに至った経緯、対象と方法、詳細な結果の

提示、結果の解釈と考察についての説明がなされ、その後、審査委員との質疑応答が行われた。研

究テーマは申請者本人の放射線画像診断医としての臨床経験に基づいた内容で、臨床的意義も高い。

研究で用いた MRIの撮像法は、申請者の所属する教室が腹部領域を中心に精力的に臨床応用を進め

ており、技術的に確立している。所属教室における先行研究で、生理的な膵液の流れの可視化が行

われており、本研究は臨床応用に向けてそれを発展させた内容である。審査委員からは、MRI の撮

像法、MRCPによる膵液分泌動態評価に用いた指標の再現性、経過観察症例の有無、経時的な変化の

検出感度、加齢変化や男女差、BT-PABA 試験と比較した場合の利点と欠点、対象症例の除外基準、

基礎疾患や服薬状況が検討結果に及ぼす影響、撮像方法の MRI機種依存性などについての質問がな

されたが、いずれに対しても適切に答えられた。ヒトを対象とした臨床研究であり、被検者数や検

討内容などの点で多くの制限が存在するため、得られたデータから結論を導く上で一定のバイアス

がかかることは避けられないが、審査会において様々な可能性についての説明があり、それらの限

界等を把握・理解したうえで研究を進めてきたことが確認できた。また、MRI という他科の臨床医

にはやや難解な評価系という点も考慮してわかり易い説明を心掛けていた。 

 上記のような審査会における発表および質疑に対する答弁内容を踏まえ、申請者は専攻科目なら

びに関連分野において十分な学識および学問に対する真摯な態度と意欲を持っており、今後この領

域の研究を発展させうると判断された。よって審査委員合議の結果、学位授与に値すると判定した。 


